
 

2019年６月 28日 

各位 

                     会 社 名 株 式 会 社 識 学 

                     代表者氏名 代表取締役社長 安藤広大 

                        （コード番号 7049 東証マザーズ） 

                     問合せ先 取締役経営推進部長 池浦良祐 

                    （ T E L ： 0 3 - 6 8 2 1 - 7 5 6 0 ） 

 

子会社の設立に関するお知らせ 

 

当社は、2019年６月 13日の取締役会決議において代表取締役社長へ決定の権限を一任

することとしておりました子会社の設立に関して、本日正式に子会社の設立を決定いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．子会社設立の理由 

当社は、「識学を広めることで人々の持つ可能性を最大化する」という企業理念のも

と、組織のトップ層である経営者・幹部層向けにマンツーマンのコンサルティングサービ

スの提供を行い、さらに組織への浸透・定着を図るためのプラットフォームサービスを合

わせて提供することで、契約企業様の生産性向上に寄与してまいりました。 

しかし、プラットフォームサービスについては、サービス開始から現在に至るまでの期

間も短く、更なるサービス内容の拡充や機能拡大の余地が残されております。また、契約

企業様においても『識学』の組織への浸透・定着を行い、早急に組織の生産性向上を図り

たいというニーズは高く、組織への浸透・定着を行うためのツールであるプラットフォー

ムサービスの強化・充実は急務となっております。 

このような状況を背景として、プラットフォームサービスの開発・運用・保守に係る業

務及び経営資源を内製化し、開発スピードとサービスの品質を更に向上させることを目的

として、エンジニアを中心とする子会社の設立を決定いたしました。 

加えて、当該子会社では、当社以外から SaaS(※)型サービス・システムを開発受託する

ことにも取り組んでまいります。“生産性向上”というテーマと、SaaS型サービス・シス

テムの活用はとても深い関係性があり、国内 SaaSの市場規模は 2017年度には 3,871 億円

でしたが、2022 年度の予想は 6,412億円と高い成長が見込める市場となっております（株

式会社富士キメラ総研調べ）。当社がこれまで通り、マネジメントの改善を通じて生産性

向上を支援することに加え、当該子会社が SaaS型サービス・システムの開発受託を行う

ことで、当社の顧客企業様だけでなく、そのまた顧客企業様の生産性向上にも好影響を及

ぼすことができ、より大きな範囲で、日本経済の生産性向上に寄与できる可能性があると



考えております。 

※SaaS：Software as a Serviceの略で、従来パッケージとして提供していたソフトウェアを、インタ

ーネット経由のサービスとして提供することです。 

 

当該子会社につきましても、当社の『識学』メソッドをベースにした組織運営を行い、

生産性の高い組織を構築し、上記目的を達成するべく事業運営を行ってまいります。 

 

２．設立する子会社の概要 

（１）名 称 株式会社シキラボ 

（２）所 在 地 東京都品川区 

（３）代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 山本翔太郎 

（４）事 業 内 容 SaaSに関する開発業務の受託 

識学クラウドの開発・保守 

（５）資 本 金 25,000 千円 

（６）設 立 日 2019年７月（予定） 

（７）事 業 開 始 日 2019年７月（予定） 

（８）大 株 主 及 び 持 ち 株 比 率 当社 100％ 

（９）上場会社と当該会社の関係 資本関係 当該会社は当社の 100%子会

社となる予定です。 

人的関係 当社役員が当該会社の取締

役を兼任する予定です。 

取引関係 当社と営業上の取引及び当

該子会社の管理業務を受託

する予定です。 

関連当事者への該当

状況 

当該子会社は当社の連結子

会社であり、当社の関連当

事者に該当します。 

 

３．会社設立の日程 

（１）取締役会決議日 2019年６月 13日 

（２）正式決定日 2019年６月 28日 

（３）設立年月日 2019年７月１日（予定） 

 

４．今後の見通し 

 今回の子会社の設立に伴い、2020 年２月期第２四半期より当社は連結決算へ移行いたし

ます。連結業績予想につきましては現在算定中であるため、完了次第速やかに開示いたし

ます。 

 



（参考）当期業績予想（2019 年４月 12日公表分）及び前期実績 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想 1,655 280 279 193 

前期実績 

（2019 年２月期） 
1,251 247 233 162 

 

■株式会社識学： 

https://corp.shikigaku.jp/ 

本社：東京都品川区 代表取締役社長：安藤広大 

事業内容：識学を使った経営、組織コンサルティング、識学を使った従業員向け研修、識

学をベースとした web サービスの開発、提供 

 

 

参考資料 

 

新会社設立時に就任予定の代表取締役社長の経歴 

 

氏 名 山本翔太郎 

生 年 月 日 1985年６月 16日生(34歳) 

経 歴 

2006年４月 伊藤忠テクノサイエンス株式会社（現 伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社） 入社 

2011年３月 株式会社アカツキ 入社 

2013年 4月 グリー株式会社 入社 

2014年 2月 株式会社アイトレンタ 入社 

2016年 2月 株式会社マギゲームス 入社 

2016年 7月 株式会社クリアーツ(現 株式会社 MAGES.Lab)設立 代

表取締役（現任） 

2018年 7月 株式会社 MAGES.執行役員 CTO就任 

（注）新会社の代表取締役社長の就任に伴い、株式会社 MAGES.執行役員 CTO の退任を予定

しております。 


